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今年度から分子科学研究所・特別奨

学生に採用された理論・計算科学領域

斉藤グループの井本と申します。この

特別奨学金は総研大・機能／構造分子

科学に在籍している博士課程後期の学

生を対象をしており、奨学生には年額

250万円の奨学金が最長3年間給与さ
れます。特別奨学生の採用試験は9月
頃に行われ、総研大3年次編入希望者
については奨学金採用試験と博士課程

入試を兼ねることができます。採用試

験は現在行っている研究内容を英語で

30分間発表し、さらに研究内容につい
ての質疑応答と基礎的な学力の口頭試

問をそれぞれ15分ずつ行うものでし
た（質疑応答および口頭試問は日本語

での返答可）。

最初に私がどのような経緯で分子

研に来て、奨学生採用試験を受けたの

か説明します。私は修士課程まで名古

屋大学理学部化学科にて理論化学を専

攻しておりました。名古屋大学時代に

所属していた研究室の教授が定年間近

だったことに加え現在の指導教官であ

る斉藤先生の研究内容に興味を持って

いたため、学部4年の時から斉藤先生
に指導していただくことになりました。

学部4年、修士1年の間は授業の関係
などにより週の半分程度を名古屋大学

で、残りの半分を分子研で過ごすよう

な生活をしていましたが、修士2年の
ときに分子研の受託学生（特別共同利

用研究員）になると同時に岡崎に引っ

越してきました。

博士課程進学については、進学か就

職か、進学するなら何処の研究室に進

学するか色々と迷いました。色々と悩

んでいる時期に、斉藤先生から今回採

用していただいた特別奨学金の話を伺

いました。色々と考えた結果、「博士課

程は総研大・斉藤グループに進学しよ

う、どうせ博士課程編入試験を受ける

ならダメ元で奨学金試験も受けよう。」

と思い、奨学金試験を受ける事にしま

した。

幸いなことに修士2年の夏にはそれ
まで進めていた研究がまとまり始め、

30分程度の発表を行うのに十分なデー
タが集まりました。しかし、英語での

発表は初めてであり、さらに30分と
いう長時間の口頭発表もそれまで行っ

た事がなかったために発表資料作成は

非常に苦労しました。斉藤グループの

方に発表練習を聞いてもらいアドバイ

スを頂いたり、また計算機センターの

職員の方に英語での発表のコツを教え

ていただいて発表の準備を進めました。

それと同時に試験の数日前から、基礎

学力の口頭試問に備えて学部で使って

いた教科書を読み返し最低限の基礎的

な事項を復習しました。

試験当日はものすごく緊張してしま

い発表が5分ほど早く終わってしまい
ました。しかし、その後の質疑応答や

基礎学力の口頭試問では大体の質問に

対して審査員の先生方に納得していた

だける解答ができたため、試験の手応

えはありました。この場を借りて、試

験のアドバイスをして下さった斉藤グ

ループのみなさま、さらに計算機セン

ターのみなさまにお礼を申しあげます。

この試験を受けて感じたことは、無

謀と思えることもやってみないと結

果は分からないということです。英語

での発表は非常に大変ですが、修士の

学生の方にはどんどん挑戦していって

もらいたいです。特に分子研の学生は

普段から身近にいる先生方が奨学金試

験の審査をされるので、全く面識のな

い先生方に審査されるよりかは幾分リ

ラックスでき、実力を発揮できる可能

性が高くなると思います。

最後に分子研に受託学生として1年、
さらに総研大に約3ヶ月所属してみた
感想を述べます。分子研は学生が少な

い上に受託学生には講義の情報などが

届かないため、受託学生として在籍し

ていた1年間は非常に心細いものでした。
総研大に入学してからは授業に出席

したり学生同士の飲み会に参加するこ

とにより、分子研や生理研・基生研で

の知り合いが増えてきました。分子研

の良い部分は学生一人当たりに対して

教員の数が多い事だと言われています

が、私の専攻である理論化学の分野に

おける分子研の層の厚さは他の機関を

圧倒しています。分子研の理論・計算

科学領域には量子化学、統計力学から

物性理論まで様々な分野の研究グルー

プが8つも存在しており、これほど理
論化学の研究室が多い組織は日本では

分子研以外に無いと思います。普段か

ら他の理論化学の先生方と話し、時に

は貴重なアドバイスを貰えることが分

子研で理論化学を勉強するうえで大き

な魅力となっています。このような素

晴らしい環境で勉強することができ、

分子研に来て良かったと思っています。

私が分子研に来て奨学金採用試験

を受けた経緯や、分子研に所属してみ

て感じたことを書いてみました（原稿

締め切り前に慌てて書いたため読み辛

い文章になってしまい申し訳ありませ

ん）。奨学生第一号としてがんばりま

すので、みなさまの叱咤激励よろしく

お願いいたします。

井本　翔（物理科学研究科機能分子科学専攻）
分子科学若手育成基金奨学金

総研大生受賞者紹介
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宇野　秀隆氏がナノ学会第8回大会若
手優秀発表賞を受賞しました。ナノ学
会は従来「ナノ機能・応用」、「ナノ構
造・物性」から構成されてきましたが本
大会より「ナノバイオ・ナノメディス
ン」部門が加わり3部門で構成され、本
受賞は新設の「ナノバイオ・ナノメディ
スン」部門での成果です。受賞題目は、
「Channelrhodopsin-2発現細胞を用い
た培養型プレーナーイオンチャネルバイ
オセンサ内での興奮誘発の光学制御」です。
今回の受賞研究は神経細胞の機能解
析応用が可能なSi基板を用いた培養型
プレーナーイオンチャネルバイオセ

ンサの開発を行い、マウスの筋芽細胞
株C2C12培養細胞を対象としたイ
オンチャネル電流の測定及び活動電位
の誘発に成功したもので、その功績が
評価されました。本研究ではニューラ
ルネットワークの機能解析素子製作を
行っており、この場合、（a）神経細胞
をどのように電流測定微細孔に誘導す
るか、（b）軸索ガイダンスなどネット
ワーク制御をどのようにするか、（c）
活動電位発生をどのように制御するか、
（d）グリア細胞の関与をいかに制御
するか、などの技術課題が存在し、本
受賞時点では（a）-（c）の技術課題

を解決しています。本受賞を励みとし、
残る技術課題の克服に全力で取り組ん
でもらいたい。

（主任指導教員　宇理須恒雄）

宇野　秀隆（物理科学研究科構造分子科学専攻）
ナノ学会第8回大会若手優秀発表賞

総合研究大学院大学機能分子科学専
攻博士課程の杉浦晃一です。2010年2
月3日の中間発表会にて、修士論文発
表を行いました。その結果、日本化学
会東海支部長賞を受賞させていただき
ました。受賞対象となった発表は、「擬
一次元導体TMTTF塩の電子物性研究 ：
温度 -圧力電子相図の統一的理解」です。
私はこれまで電子の次元性と圧力が
どのように関連しているのかについて
研究してきました。電子の次元性とは、
一次元の場合には鎖内、二次元の場合
は面内、三次元の場合には空間全体と
いうように、電気伝導性や電子間相互
作用が空間的にどのように制限されて
いるかを示すものです。これまで、圧
力を印可すると鎖間や面内の相互作用
が向上し次元性が増加するというのが
有機導体分野での常識でした。しかし
私の研究対象である擬一次元有機導体
TMTTF塩の基底状態は、圧力の低い方

から、反強磁性相（3次元）、スピンパ
イエルス相（1次元）、反強磁性相（3
次元）となり、上記の「常識」が破綻
しているのではないかという報告が行
われました。高圧になると次元性が向
上するという既成概念が陰圧側の一部
で破れていました。そこでなぜ既成概
念が破れているのかということを理解
するために研究を行いました。
既存の塩よりも、より陰圧側の電子
状態を調べれば、「常識」が破れてい
るかについて知見が得られます。そ
こでアニオンの大きさを変化させて実
効的な圧力を得るという、化学圧力と
いう方法を用いて陰圧側の電子状態を
実現しました。また物性測定では単結
晶電子スピン共鳴（ESR）測定を用い
て研究を行いました。実験で得られた
ESR結果、またNMRの結果からも反
強磁性相（3次元）が出現し、既存の「常
識」が破れている報告は正しいと結論

出来ました。ただ圧力印加で一次元性
が向上するとは、にわかには考えがた
く、この中間非磁性相が一次元量子相
転移であるスピンパイエルスとは思え
ません。私はこの非磁性状態が圧力に
よるネットワークの相互作用の変化で
起きているのではないかと考えました。
最近の基底状態付近での重なり積分の
計算結果から、その機構が正しいとい
うことが次第に解明されつつあります。
最後にこれらの研究結果及び今回の
受賞は、中村准教授、古川助教、岩瀬文
達博士のご助言、ご支援の賜でありま
す。この場を借りて深く感謝を述べたい
と思います。ありがとうございました。

杉浦晃一（物理科学研究科機能分子科学専攻）
日本化学会東海支部長賞を受賞
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物理科学研究科（構造分子科学専攻）
氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

小田　雅文 Synthesis and Supramolecular Assembly of Highly Planar Amphiphilic Porphyrin 
Complexes 理　学 H22. 3.24

北野　健太 分子の回転角運動量オリエンテーションに関する新手法の開拓 理　学 H22. 3.24

沼尾　茂悟 Synthesis and Electrochemical Studies of Mesoporous Carbon Nano-Dendrites 理　学 H22. 3.24

平成22年度3月総合研究大学院大学修了学生及び学位論文名

物理科学研究科（機能分子科学専攻）
氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

北原　宏朗 Novel Catalytic Activity of Gold Nanoclusters 理　学 H22. 3.24

総合研究大学院大学平成22年度（4月入学）新入生紹介

専　　攻 氏　　名 所　　属 研究テーマ

構造分子科学

堀川　武則 理論・計算分子科学研究領域 SAC-CI法をつかった理論精密分光法

郭　　　浩 生命・錯体分子科学研究領域
Studying molecular mechanisms of membrane proteins using 
SEIR

機能分子科学 井本　　翔 理論・計算分子科学研究領域 非線形分光法を利用した水のダイナミクスの理論研究

総合研究大学院大学構造分子科学専
攻の Long Chenさんが、平成21度
長倉研究奨励賞に選ばれた。長倉賞は、
総合研究大学院大学初代学長長倉三郎
氏からの寄付金をもとに、特に優秀な
学生の研究を奨励し、先導的な学問分
野を開拓するために設置されたもので
す。受賞対象となった研究テーマは
「シート状高分子の分子設計と機能開
拓」である。平成22年3月24日の学
位授与式当日に研究発表会が行なわれ、
その後の選考の結果、Long Chenさ
んを含む２名の受賞者が決定された。
シート状高分子は規則正しいポア構
造を有する二次元高分子で、積層する
ことにより一次元チャンネルを有する

多孔性有機骨格を形成する。従来の一
次元や三次元高分子とは異なる構造を
有するため、特異的な機能発現が期待
される。これまでにシート状高分子の
合成は困難であった。これに対し、本
研究では、縮重合という手法を開拓し、
はじめてシート状高分子の合成に成功
した。シート状高分子は、ベンゼン環
が二次元的に連結しているため、共役
二次元高分子となる。共役シートには、
緯線と経線に位置す高分子鎖が原子レ
ベルで精密的に決まった間隔で規則正
しく織り込まれている。それゆえ、共
役鎖をこれまでに例のない超高密度に
して集積することができる。通常では、
共役高分子鎖は集合すると、蛍光が消

光されてしまう。興味深いことに、シー
ト状高分子は超高密度にもかかわら
ず、高い蛍光発光能を示した。さらに、
シート状高分子は一次元高分子に比べ
て、極めて高い励起エネルギーやキャ
リアー移動能を有する。これとは関連
して、シート状高分子を用いて、モノ
マー設計及びポア構造の精密制御によ
り従来にないユニークな電荷分離構造
を構築できることを示した。このよう
に、シート状高分子は新構造・新物性・
新機能が秘められており、新しい分子
科学領域を切り拓く物質として期待さ
れている。

（主任指導教員　江東林）

Long Chen（物理科学研究科構造分子科学専攻・２００９年９月博士後期課程修了）
平成２１年度長倉研究奨励賞を受賞

総研大生受賞者紹介


